
「川の安全利用学習会～東橋小学校～」を開催しました！（7月6日）

7月6日（水）に東橋小学校4年生の児童42名と先生3名が参加して、川の安全利用学習会を行いました。
豊平川（水穂大橋）の河川敷で、川のかたちや川に近づく時の注意点、川の危険なところを学ぶ「川の危険

箇所学習」、豊平川の水質を調べたり、棲んでいる魚類や水生昆虫を学ぶ「川の環境学習」を実施しました。

川の安全利用学習会を体験してみて「わかったこと」、「楽しかったこと」など、児童達・先生達に答えてもらいました。

★ 危険なところがたくさんあったけれど、川は危険なところに気を付ければ楽しいところというのがわかりました。
★ 川の水は汚いと思ったけど、いがいときれいだったのが知れた。
★ 虫や魚をこんなに近く見れてうれしかったです。
☆ 実際に川に行けたこと、体験できたこと（水質検査や水辺の生物を見る、危険箇所を見る、バネばかりで体感する、

レスキューの人の動きを見る等）が本当に良かったです。子どもたちの中にも様々な学びがあったように感じます。
★：児童 ☆：先生
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□ 川の危険箇所学習

□ 川の環境学習

● 実施内容

● 学習会に参加した感想

豊平川の水質を簡易測定キット
を使って調べました。

豊平川に棲む魚や水生昆虫を
パネルで学びました。

●アンケート調査
●普段、川に行きますか？ ●どこの川に行きますか？ ●川に行って何をしますか？ ●誰と川にいきますか？

回答者： 3 3人※（ 複数回答あり） ※ 「川に行かない」の回答を除く
回答者：40人

行かない
18  ％

週数回
2  ％

●川のどこが危険だと思いますか？ 回答者：36人（複数回答あり）

アンケートの結果、約８割の児童が川を訪れており、身近である豊

平川を「散歩」や「自然観察」を中心に利用していることが分かり

ました。

川に行く児童の多くが大人と一緒であることから、危険性をある程

度理解していると思われます。また、今回の学習会を通じて、多く

の児童に川の様々な危険箇所を改めて認識してもらえました。

今後も、学習会で学んだルールを正しく守り、川と上手にふれあっ

てくれることを期待します。
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川で安全に遊ぶためのルール
について学習しました。

調べた結果から、川の水質が
｢きれい｣か｢よごれている」の
かをパネルで学習しました。

川の安全利用に向けた取り組み

月数回
37  ％

年数回
43  ％

床止め周辺は巻きこむ流れがあ
り、脱出しにくく危険であるこ
とを学習しました。

川の深さは場所によって急変
し、見た目では判断できない
ことを知りました。

流された時は川の流れる方に足
を向け、流れに身をまかせるこ
とを学習しました。

毎日 0％

事前に捕まえた魚や水生昆虫
を水槽やバット等で観察しま
した。
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